





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































生産　1．四　　輪　　率 5，289，1576，941，5911，042，88412，271，0952．32 6，2 2，7
2．四輪車KDセット 一 ’ 438，6821，O01，513 ■ 一…
3．　　　計 5，289，1576，941，5911，481，56613，272，6082．51 6．8 3．7
輪出4．四輪車 1，086，7762，677，6125，966，9616，730，4586．19 1・・1・・
5、四輪車KDセット ■ 一 439，0681，002，574 ’ 一 22．9
6．内燃機関 215，687219，661 467，5021，217，6315．65 ・ふ・1・τ・










































































































8，214 8，865 23，483 22，6522．767，5 一〇．9
　　　　　　「部品計　「　8，330　　　　　　」
25，013 70，641 50，8406．1013．8一7．9
部品比（％）1　　　　　　i 1014「　　■ 　　一282．21　300．8　　■
224．4
輸出台数（台）　白転車
　　　『　　　■1・070・69815飢573
1，128，196，888，368■O． 3一1，3一5．8
　　　“ノ、　　　　フ 1，493，691帆…1・帆…l1・・・・… 9．7817．7一3．7
ギヤクラソク 647，687・，螂…1榊…1榊… 5．9913．6一8．8
注：部品比とは部晶計を自転車で除したものであるo
資料：大蔵省「目本貿易月表」。
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　このように，自転車生産においては完成車生産の増大が部品生産力の増大を
うながすとともに，さらに部品の生産が完成車生産を大きく上回るに至ったと
言える。ただL，部品の中でも，サドル，泥除け，チェーソカバー，ベル，荷
台等のそれ程高度な技術力や大規模設備を要さない中小企業主体の分野では，
近年中進国の激しい追い上げを受げて生産は減少してきている，と言われる。
他方，高度な技術力を要する変遠機等は，50年代になって海外需要が大幅に増
加して生産が増大しており，部品生産も2極分化していると言えよう。
注（ユ）この点に関しては「中小企業における技術と分業構造」，中小企業調査協会，昭
　　和60年，を参照。
4－3時　計
　時計製品の生産は先に見たように昭和59年で4，282億3，900万円であり，この
うち腕時計・懐中時計（ムーブメントを含む）が2，800億2，800万円とその65．4
％を占めている。この時計においても近時部品生産の相対的増大傾向が見られ
る。製品生産に対する部品生産の比率は昭和45年の39．2％から59年には59．1％
になつている。
　周知のように，時計においてはエレクトロニクス化・クォーツ化が急進展し
た。ωこのため時計部品はその内容を大幅に変化させた。すなわち，機械式か
ら電子式に移行することにより，ムーブメソトの主要な都品は動力系がぜんま
いから電池に，調整系がテソプ式から水晶発振式へ，さらに制御系が脱進式か
ら集積回路へと変化した。また，外側の部分も金属からプラスチック成形加工
品が多く使われるようになった。
　このような部品内容の変化は時計におげる製品機能を変化させただけでなく，
部品点数を大きく減少させた。すなわち，クォーツ式の部品点数は約100数10
点と機械式の約33％になったと言われる。
　部品点数の大幅減少にもかかわらず，部品の生産金額割合が増大Lているこ
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とは，基本的に以下のように考えられる。第一に製品価格に占めるICや水晶
振動子等の部品穣成比が増大Lたことが影響Lているものと推測される。すな
わち，従来の機械式では時計の部品は地板，受板，輪列，ネジ，軸，テソプ，
アンクル，ガンギ，ヒゲぜんまい，動力ぜんまい，などからなり，時計メーカ
は主要部品の加工・組立を自事業所内で行っていた。しかしながら，クォーツ
式とりわげデジタル式の部品は液晶セル，水晶振動子，回路ブロック，などで
あり，上記の機械部品の加工を行う必要はなくなった（アナログ式の場合は一
部必要であるが）。その場合，液晶や水晶振動子，コソデンサ，ICなどの生産
が全て1事業所内で行われることは少ないと思われる。購入部品（同一企業他
事業所からの調達も含む）の割合が多くなると考えられる。ちなみに，セイコ
ー電子とシチズンの間では，セイコー電子からは水晶振動子，電池，ぜんまい
などが，シチズンからは針，特殊駆動体などが相互供給されていると言われ
る。②
　　　　　　　　表15　ウオヅチおよび時計用部分品の輸出動向
輸出金額（百万円） 年平均伸率（％）60／45倍率
昭和45年50年55年60年 60／4560／55
ウォッチ計（注1） 32，873
??
　　一95，896i257，211　　一
298，530…1…1 3．8
時計用部分品計（注2） 2，509
n592i63574　’　1　’
41，935 16．71 22．3一9，9
部品比（％）
761　■ 1・・1…114．O l　l
注1：腕時計（電池式及ぴその他のもの），懐中時計，その他の携帯時計及ぴウォヅチムープメソトを含む。
注2：ウオッチムーブメソトセヅト及ぴウォヅチムープメソトの地板，時計用の部分品，時計用のぜんまいぱねを
　　合む。
資料：大蔵省「目本貿易月表」。
　第二に，部品輸出の増大が考えられる。すなわち，ウォッチ（腕時計，懐中
時計，その他の携帯時計およびウォッチムーブメント）の輸出金額は昭和45年
から60年にかげて9．08倍の伸びであったが時計用部分品は16．71倍と大幅に上
回っている（表15）。このため輸出におげる部品比は45年の7．6％から60年には
14．O％に拡大している。幅］
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注（1）目本時計協会資料によりウォッチの機種別生産をみると，昭和50年においては従
　　来型のメカ式が89劣，クオーツ式が11％であったが，58年にはメカ式は23％に減少
　　しクォーツ式が77％（アナログ46％，デジタル31％）になっている。
　（2）　「中小企業における技術と分業構造」，中小企業調査協会，昭和60年，による。
　（3〕ただし，55－60年では部品輸出は減少しており部晶比も55年の方が24．7％と高
　　い。この点は一層の分析が必要であるが，一っには輸出における部品比の増大とと
　　もに，輸出の変動も部品中心に。なってきたのではないかと考えられる。
5．結　語
　以上見てきたように，昭和45年から59年にかけてわが国の機械工業が成長す
る中で，機械工業におげる部品生産はアッセソブリ製品生産を上回る伸びで成
長Lてきた。部品のうちでは，成長著しい集積回路等のエレクトロニクス部品
を中核とする汎用部品の伸びが専用都品を上回っている。しかしながら，アッ
セソブリ製品とほぽ平行的に成長するかのように思われる専用部品においても
多くの部品が製品を上回る伸びで生産を拡大しているのである。
　このような都品工業の拡大の要因としては，先に挙げたように，海外KD
生産や海外企業からの需要等による輸出の増大，アッセンブリメーカにおげる
部品の外製化傾向，部品の高級化等が考えられる。
　このうちでは，輸出要因によるものが最も大きいと推測される。そして，こ
のことは重要な意味をもっていると思われ乱海外企業がわが国から部品を調
達するということは，とりもなおさずその部品を作ることにおいて，わが国が
その開発や生産における品質・納期・コスト等の面で海外メーカよりも優位に
あることを意味する。また，日本から部品を持って行って現地でKD生産す
るということも現地にそれだげの部品メーカが存在しないということを意味す
る。したがって，日本製部品の国際競争力が非常に強くなってきていると言え
よう。
　一方，それではこのような日本製都品の競争力を高めたものは何かと言えぱ，
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これはアッセソブリエ業の拡大に他ならない。すなわち，わが国機械工業は各
種産業機械，テレビ，コソピュータ，VTR，自動車，自転車，船，フォーク
リフト，カメラ，時計などのありとあらゆるアッセソブリ製品を生産するとい
うかたちで，工業構造を素材型から高加工度の組立型へと移行させてきた。ω
これらアッセンブリ製品は，部晶点数約1－2万点と言われる自動車，数千点
と言われる▽TRやパソコン，数百点と言われるカメラや時計など文字どおり
多数の部品を加工し組み立てることにより作られる。
　この各種のアヅセンブリ製品が生産を拡大することにより部品工業への需要
が拡大してその生産力を強化し，そのことがさらにアッセンブリ製品の国際競
争力を強化するという好循環が形成されていったと考えられる。また，アッセ
ンブリメーカ（ないしは部門）からの品質・納期・コスト等に関する厳しい注
文により，部品工業は国際競争力のある部品を作り出し，生産を一層拡大Lて
きたと考えられ孔しかも索材代替やマイクロエレクトロニクス化の進行等に
よる部品点数の減少ωや部品内容の大幅な変更の中で，最終製品アッセンブリ
エ業以上の伸びで生産額を拡犬してきたのである。
　一例を挙げると，わが国電気機械工業における成果を結集Lて作られた高成
長アッセンブリ製品にVTRがある。これは既述のとおり，昭和45－59年で年
率52，6％で，しかも輸出比率約8割というかたちで急成長してきた。VTRは
基本的には1956年に米国アンペックス杜により実用化されたものであるが，そ
の商品化に成功したのは目本であ飢これを可能としたものとしては，以下の
3点が挙げられる。すなわち，①日本では電気機械工業における民生用の比重
が高く，カラーテレビなどのアッセソブリ製品で世界的競争力を獲得してい
た。②このため，広範な電子部品供給体制が確立していた。ちなみに，VTR
は一般電子都品1，600点（カラーテレビは690点），半導体部品550点（同じく
115点）を必要とすると言われる。‘3〕③時計やカメラ等を中心とする精密機械工
業アッセソブリ製品の発達により，精密部品機械加工技術が発達Lていた。例
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えば，VTRのキーパーツである磁気ヘヅドは0．5ミクロソの加工精度を要求
される。クォーツ時計に用いられる水晶振動子（▽TRにも用いられている）
や精密レソズと同じレベルの精度である。一4〕
　また，このようなVTRの生産を支える部品の多くはパソコソやオーディォ
などの電気機器のアッセンブリ製品にも用いられており，近年高い率で成長し
ているものが多い。例えぼ，昭和55－59年年平均伸び率でみると，磁気ヘッド
（各種の磁気録音再生装置，フロヅピーディスク等に用いられる）は38．4％，
超小型電動機（フロッピーディスク，プリンターなどに用いられる）は37．4％，
といった具合いである。これに対しこれら部品工業を育ててきたカラーテレビ
は1．5％の伸びにとどまっている（データは通産省「生産動態統計」による）。
　また，生産金額の伸びはエレクトロニクス部品ほど飛躍的ではないが，金型
に代表される素形材加工等を中心とする部品コニ業も，様々なアッセソブリ製品
の部品加工に対応する中で高度の生産技術力を蓄積してきたと考えられる。す
なわち機械工業においては作る最終製品は異なっても，その生産工程には，鋳
物，鍛造，プラスチック成形，切削加工，研削加工，プレス加工，表面処理等
共通のものが多い。したがって，個々のアッセンブリ製品には盛衰があっても，
全体としてこれら製品が成長する中で，このような機械工業の汎用的技術ばそ
の力を向上させてきたと考えられる。
　このようにアッセンブリ製品が発達することにより，部品工業が発展し，こ
れがさらに，新たなアッセソブリ製品の生産を可能にするとともに部品工業の
一眉の拡大をもたらしてきた，と言えよう。
　したがって，わが国の工業が，素材型から高加工度組立型へ移行しこれが発
達してゆく段階に対応Lて機械工業においては，アッセンブリ製品の生産拡大
→部品工業力（品質・納期・コスト等）の拡大→内外アッセソブリメーカから
の部品需要増大→アッセソブリ製品に対する部品生産の相対的増大という局面
が存在するように思われる。
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　そして，このようた点に昭和61年に入って急激な円高で揺れるわが国機械工
業の新たな展開方向が見いだされるのではないだろうか。すなわち，わが国の
アヅセソブリ製品の多くは昭和60年秋のG5以降わずか1年以内に50％以上の
円高が進行する中で，輸出競争力の低下，韓国等NIC’Sからの輸入増等によ
り，苦境に立たされている。また，部品の中でも量産タイブの低コスト品は
NIC’S等から代替輸入される傾向が強まりつつある。
　しかしながら，NIC’Sとの一部代替はあるものの高機能なものを量産する
ことが要求される部品群の多くは，これ以上の急激な円高がない限り・今後も
優位を保ち続げるように思われる。㈲すなわち，近時わが国において急成長し
てきた部品の多くは，その開発においては高度な企画力・技術力・資金力を要
し，その生産においては高技術・高技能を駆使して高品質のものを安定的精度
かつ正確な納期で量産することが要求される。このような点においてわが国は，
これまで大量のアッセソブリ製品の生産を支えることにより培われてきた重厚
た機械工業基盤集積により，依然国際的競争力を保持し続けるものと考えられ
るのである。
注（1）篠原氏が前掲論文で「材料→加工」という2分割で展開された高加工度化理論は，
　　さらに産業材料調査研究所により，「材料→加工→組立」という3分割で展開され
　　ている（「工業構造の国際比較一高加工度工業構造と重化学工業構造の比較一」，機
　　械振興協会経済研究所，昭和44年，『日本の産業材料』，向坂正男監修・昭和46年・
　　等参照）。また，以上のような理論をふまえて，富山氏は前掲書で，産業を他の産
　　業にも共通した機能や要因との諾関連の総和としてとらえ，産業を材料産業の装置
　　工業，組立産業と機械工業というかたちで分析している。
　（2）思った程減っていない製品もある。すなわち，西田稔氏によれば，VTRに実装
　　されている部品点数はIC化の大幅な進展にもかかわらず，標準的なVTRに要
　　求される機能が絶えず高度化しそれに伴う所要部品の追加があるため，それに比例
　　した減少を示していない。（「技術革新と産業組織の展開」，巽　信晴・濱田博男
　　編『先端技術と産業体制』，昭和60年，第皿章，参照）。自動章にもこの傾向がある
　　ように一思われるo
　（3）　「三井銀行調査月報」，昭和57年10月。
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　（4）　「機械の研究」，34／5。
　（5）例えば・昭和61年に入って日本の機械工業が急激な円高で苦戦しているのに対し
　　韓国機械工業はウォソ安に支えられて輸出ブームにわき生産現場は100劣操業と言
　　われ飢しかしながら・その一本で目本からの部品や工作機械などの輸入が急増し，
　　円高の影響で猛烈なコスト上昇に見舞われていると言われる。例えば，VTRは国
　　産部品は50％，あとは日本からの輸入に頼っている。また，自動車でも，韓国車の
　　輸出台数は60年の12万3千台から62年には40万台前後になるとみられているが，電
　　気部品，オートマチソク・トラソスミッショソなど主要部品の多くは日本に依存し，
　　また設備機械も同様であ飢韓国の日本からの部品・資材調達率は電機業界で平均
　　50％・自動車で30％前後と言われる。設備機械に至っては，70～80％となる（日本
　　経済新聞61年9月10日）。また，「東南アジア電子工業調査団報告書」（目本電子機
　　械工業会，1986年6月）によれぼ韓国では，ヵラーテレビ，VTR，ラジヵセ，ヵ＿
　　ステレオ，電話，パソコソ，電子レソジなどが増産されているが，キーバーツが自
　　国で調達できないため日本に頼らずを得ず，軒並の値上がりで苦慮している，との
　　ことである。
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